
 

大野市総合計画に基づく施策の評価について 

１ 評価の目的 

 施策の実施状況及び効果の検証を行い、大野市総合計画の着実な推進を図ります 

 検証結果に応じて実施手法を見直すなど、効率的・効果的な行財政運営を図ります。 

 市民目線の意見を取り入れ、市民ニーズに合った施策展開を図ります。 

 

２ 評価の実施主体 

 大野市が主体となり、外部委員の意見を取り入れながら実施します。 

 【外部委員】 

 （１）大野市総合計画・総合戦略推進会議委員 ２１名 

   （２）施策評価アドバイザー １名（福井県立大学 経済学部  桑原 美香 教授） 

 

３ 評価の対象 

第六次大野市総合計画前期基本計画に掲げる２４の項目ごとに、６８の施策を評価します。

（裏面参照） 

 

４ 評価の流れ 

（１）内部評価（施策評価） 

 市役所内部において、前年度の施策の実施状況及び効果を検証します。 

 「施策評価シート」（全２４シート）を用いて行います。 

 

（２）外部評価 

 内部評価を踏まえて、外部委員が指定された施策評価シートについて意見を出し、評

価付け（ＡＢＣＤの４段階）を行います。 

 

（３）総合評価 

 内部と外部の評価に相違があった場合、推進会議代表者及び施策評価アドバイザーの

意見を参考にして、市が総合評価を決定します。 

 

５ 日程 

６月２０日（月） ：第１回推進会議（内部評価結果の説明） 

～７月１１日（月）：外部委員の外部評価作業 

～７月下旬    ：総合評価の決定（推進会議代表者及び施策評価アドバイザーの

意見を参考） 

８月 ８日（月） ：第２回推進会議（総合評価結果の報告） 

以降～       ：総合評価結果を踏まえた施策の改善や立案（翌年度に向けて） 

 

６ その他 

 当評価は、第２期大野市総合戦略及び関係計画に基づく施策の検証を兼ねます。
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